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開会　開議午後１時30分

○議長（山内　　剛）  こんにちは。
　現在の出席議員は１２名です。
　ただいまから平成２９年第１０回大刀洗町議会臨時会を開会します。
　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。議事日程により議事を進めますので、御協力のほどお願いいたします。
────────────・────・────────────
日程第１．会議録署名議員の指名について
○議長（山内　　剛）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定によって、９番、高橋直也議員、１０番、平山賢治議員を指名します。
────────────・────・────────────
日程第２．会期の決定について
○議長（山内　　剛）  日程第２、会期の決定についてを議題にします。
　本臨時会の会期は、本日１日限りといたしたいと思います。これに御異議ございませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山内　　剛）  異議なしと認めます。本臨時会の会期は、本日１日限りとすることに決定しました。
────────────・────・────────────
日程第３．諸報告
○議長（山内　　剛）  日程第３、諸報告を行います。
　町長より挨拶をしていただきます。安丸町長。
○町長（安丸　国勝）  議会臨時会の開会に当たりまして、一言、御挨拶を申し上げます。
　本日、ここに平成２９年第１０回大刀洗町議会臨時会を緊急に招集しましたところ、議員各位には公私ともに御多用中にもかかわりませず御出席を賜り厚くお礼を申し上げます。
　今回の臨時議会は４月２５日の臨時議会の結果を受けて開会するもので、前回、説明が不十分という御意見を踏まえ、再度、土地の取得についての議案をお諮りするものでございます。
　現在、少子高齢化や人口減少の中でいかに地域を元気にしていくか、地方創生が大きな課題となっております。この議案は子育て世代を主なターゲットとした定住促進住宅の整備を通じて本町の定住人口の増加と地域の活性化を図るものであり、地方創生のためにはぜひとも推進していかなければならないと考えております。
　よろしく御審議くださり、最後にはご承認いただきますようお願い申し上げまして、挨拶といたします。
○議長（山内　　剛）  町長の挨拶が終わりました。
　これで諸報告を終わります。
────────────・────・────────────
日程第４．議案第１９号　土地の取得について
○議長（山内　　剛）  日程第４、議案第１９号土地の取得についてを議題といたします。
　提案理由及び内容の説明を求めます。重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  地域振興課、重松と申します。
　それでは、議案第１９号土地の取得についての提案理由及び内容について御説明いたします。
　まず提案理由につきましては、大刀洗よかまち創生プロジェクトに掲げます移住定住促進事業の一環として上高橋地区定住促進住宅の整備及び南部コミュニティーセンターの駐車場整備のため用地を取得するものである。これが、今回の議案提出をする理由でございます。
　内容につきましては、お手元の議案書の最初のページをご覧ください。まず土地の所在地ですけども、大刀洗町の大字上高橋、５筆ございます。まず地番が７９３番地の１、田、平米数が７５９.１７平米。２筆目が同じく上高橋７９３番地の４、地目、田、１２３.９１平米。３筆目、上高橋７９３の５、同じく田、７３０.６１平米。４筆目が上高橋７９４番地の１、地目、田、２,１８４.３１平米。５筆目が上高橋７９４番地の３、田、１９４.８６平米。計５筆、合計３,９９２.８６平米でございます。

　土地の取得方法につきましては土地売買契約によるものであります。
　土地取得価格合計金額、２,４３５万６,４４６円でございます。１平米当たりの単価が６,１００円です。

　契約の相手方は大刀洗大字上高橋１４３８番地の今村敏和様でございます。
　次のページ、１枚開いていただいて２ページの表をご覧ください。位置図を示しております。場所につきましては、大刀洗小学校の町道を挟んだ東側でございまして、黒い太線で書いた部分の土地でございます。
　最後にその裏のページをご覧ください。３つの用途に分けて区分をあらわしております。まずピンク色のところが道路拡幅部分でございまして、②と⑤でございます。次に①、かぎの手になっているところが南部コミュニティーセンターの駐車場用地でございます。最後に、③、⑥、④、この長方形の部分が定住促進住宅用地でございます。
　以上、３つの区分けとして用途を決めております。
　以上、説明を終わります。御審議よろしくお願いいたします。
○議長（山内　　剛）  これから質疑を行います。５番、平田議員。
○議員（５番　平田　利治）  ５番、平田です。
　土地取得の経緯についてちょっと改めて疑問点が出てきましたんで質問させていただきます。
　２８年９月３０日に全協で定住促進住宅用地の公募結果説明というのがございました。公募分と大刀洗の区長の推薦分と５カ所と６カ所ございました。２８年７月５日付で大刀洗校区の区長から要望があったわけでございますけども、今回、決定した土地以外の大刀洗校区のその他の５カ所、この地権者の承諾というか、候補地にしますよという承諾はあったんでしょうか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  大刀洗校区から用地として提案された６カ所の土地につきましては、全ての土地において地権者からの承諾はございませんでした。町のほうで選考して、その後、地権者との交渉という形で進めております。
　以上でございます。
○議長（山内　　剛）  ５番、平田議員。
○議員（５番　平田　利治）  本来、候補地として出す以上は事前に何がしかのアクションはあってしかるべきかと思うんです。仲介者がいて土地が決定した後に売買が成立しなかったといった場合は、仲介者にとって大きな責任が出てくるわけでございます。そういった不都合をなくす意味でも事前に承認は必要だったんではないかというふうに思うんですが、いかがですか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  あくまでも区長会からの要望でこの６カ所がどうかという提案の用地でございましたし、区長さんが不動産の仲介業者でもございませんので、単なる用地の提案ということで６カ所の提案をしたまででございますから、あとは町の努力で交渉に当たるということで進めてきております。
　以上でございます。
○議長（山内　　剛）  平田議員。
○議員（５番　平田　利治）  土地収用法の３条の該当事項ではないんでございますから、町と地権者との売買契約ということになるわけですけども、やはり何がしかの。事前に何にも知らないで、うちの土地が住宅の候補地になってるというのをいまだに知らない人もいるんです。
　それから、話は全く変わりますけども、そのときに「適」が２つありました。決定したところと、もう一つはＪＡの跡地でございますけど、そこには基礎杭があるという説明がありました。一応、確認したところ、この杭はもう既に抜かれておりまして更地になっておるということがわかりました。これは知っていましたか。
○議長（山内　　剛）  安丸町長。
○町長（安丸　国勝）  お答えします。
　その土地の件については、ずっと以前でしたけれども、ＪＡから町に買ってほしいという依頼がありまして、そのときに、杭があるので買えないということでお断りしました。そういう経緯があります。その後、杭を抜いたそうです。ですけれども、全部は抜けていないんです。どうしても抜けないところがかなりあったようです。だから完全なる更地ではないと。そういうことです。
○議長（山内　　剛）  平田議員。
○議員（５番　平田　利治）  農協関係者から一応確認はとりましたけども、総会なんかで一応そういう杭は抜いたという説明はしておりますということでございました。そこら辺で全協での説明とちょっと内容が変わってきてるんじゃないかと思うんでございますけども、事実がちょっと違うんではないかということでございます。
　続けていいですか、質問。
○議長（山内　　剛）  どういう質問ですか。
○議員（５番　平田　利治）  全く変わります。
○議長（山内　　剛）  これに直接関係しているのですか。
○議員（５番　平田　利治）  関係しています。
○議長（山内　　剛）  はい。
○議員（５番　平田　利治）  土地取得というか、移転補償と土地取得についてでございますけども、移転補償と土地取得の契約を分けた理由は何ですか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  分けたというか、通常、土地売買契約と物件補償で、租税特別措置法の関係もございますし、全く別物ですので、通常、分けて契約しております。
　以上でございます。
○議長（山内　　剛）  平田議員。
○議員（５番　平田　利治）  本来、土地取得があって、そこで移転補償ということになるわけですから、当然、移転補償も土地取得の中で一体となる契約だと私は思います。
　最後に１つだけ確認させていただきたいんですが、造成工事はもう入札の段取りはされているんでしょうか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  造成工事につきましては、まだ所有権移転が終わっておりませんので、入札等は全く行っておりません。
　以上でございます。
○議長（山内　　剛）  ほかにありませんか。長野議員、７番。
○議員（７番　長野　正明）  ７番、長野でございます。
　先ほど気づきましたけども、この地図の裏面に用途廃止里道、これは建設省となっていますけども、この土地の扱いはどのようになりますか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  この里道は無番地の里道でございましたので、基本的に国の所有でございます。そこを町が所有するために用途廃止をしまして、町名義に表示登記をしております。
　以上でございます。
○議長（山内　　剛）  長野議員。
○議員（７番　長野　正明）  ということは、用途廃止して町の名義にするだけで、あと金銭的な扱いはないということですか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  金銭的な売買とか、もしくは贈与とか、そういうのはございません。単純に表示登記して町名義にしているという状況でございます。
○議長（山内　　剛）  ほかにありませんか。１１番、花等議員。
○議員（１１番　花等　順子）  先ほどの平田議員の質問にもう少し詳しくお尋ねしたいんですが、６カ所、大刀洗校区から土地の候補地が挙がりました。そういう場合、それは地権者が持ってくるんじゃなくて、大刀洗校区から上がったということですね。そうなりますと地権者の内諾は得ずにできるものなんですか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  区長会のほうで、大刀洗校区に、ある程度の面積要件を満たして、前面道路も広くて、それに適したところが、ここがいいんじゃなかろうかという提案ということで、６カ所の用地の提案がありました。
　ただ、地権者には相談されたかどうかはわかりませんけども、あとは町のほうでしてくれということで言われていますから、区長さんなり区長会のほうで地権者と相談があったかどうかは、恐らくなかったんではなかろうかと思っています。ただ、用地の提案ということで受けております。
　以上です。
○議長（山内　　剛）  花等議員。
○議員（１１番　花等　順子）  ということは、その候補地の中から町が適当なところを選定してそこと交渉するという運びになるわけですね。そういう場合に、私が仮にあっせんするとすれば、一応の、売れるか売れないかはわからないけれども、こういうところにこういうことで候補地として挙げるけど、売る意思があるかということぐらいは常識としては確認するんじゃないかと思うんですが。特に、久保山ガソリンスタンドのちょっと北のほうは地権者が四、五人いらっしゃるところもあったんですよね。そういうところも、ただここ辺に適当な面積があるからここではどうかというような提案なんですか。何か余りに。私は、当然、地権者との話があった上での提案であったろうと思うんですが、そこ辺はそんなものなんですか。お尋ねいたします。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  まず区長さんからの提案の前に町内の住民の方に広く広報等々して一般公募をしています。一般公募につきましては、もちろん地権者からの応募ですから売る気があったということでの公募でしたけども、残念ながら用地選考の中では適地じゃなかったりというのがございますし、今回の区長さんからの用地提案については、町のほうでは地権者との同意をとってくれとかそこの辺は何も言ってなくて、区長会のほうからこういう土地がどうだろうかという提案がございましたので、その土地について選考し、決定したという状況でございますから、区長さんが地権者と話すとか同意をもらうとか、そこまでは一応私たちも求めてはおりませんし、区長会としてはこの土地がどうだろうかという提案ということで受けとめております。
　以上です。
○議長（山内　　剛）  ほかにありませんか。
　それでは、ここで暫時休憩とします。
休憩　午後１時49分

………………………………………………………………………………
再開　午後２時00分

○議長（山内　　剛）  再開します。
　質疑はありませんか。１１番、花等議員。
○議員（１１番　花等　順子）  先日、５月の２日の日に説明を受けました。土地取得についてです。このときに物件補償の算定の経緯ということで、かなりアバウトな数字が出ておりました。２月上旬から２月下旬に委託業者が立ち会いのもと現地を確認したとか、３月上旬から３月中旬にかけて補償金額を算出したとか、３月下旬に地権者から、連絡をしたら１週間後に内諾の返事があったとかというので、ここの日にちというのは、その後、おわかりになりましたでしょうか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  物件補償につきましては、５月２日の全協での説明会のときに御質問がありましたのでコンサル業者のほうに連絡をとりまして、回答がありましたのでお答え申し上げます。
　まず物件補償の現地確認をしたのが１月１６日午前９時から、これは立竹木を現地確認しております。翌日の１月１７日、これも午前９時から動産関係を確認しております。１月１８日水曜日、これも午前９時から工作物及び建物を現地確認しております。実際に現地確認したのがこの３日間で、現地確認した後、確認した資料をもって、その後、物件補償の金額の算定をしたということで報告が上がってきております。
　以上でございます。
○議長（山内　　剛）  よろしいですか。花等議員。
○議員（１１番　花等　順子）  物件補償について仮契約をしたとおっしゃっていましたが、もらったのは本契約の写しをいただきましたけれども、仮契約は何日になっておりますでしょうか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  物件補償については仮契約はいたしておりませんので、今お手元に渡している資料がその契約でございます。
○議長（山内　　剛）  花等議員。
○議員（１１番　花等　順子）  ということは、最初の説明では、仮契約後を物件補償の対象にするということでしたが、その後、議員のいろんな意見の中で最初の状態を移転補償の物件にするという話で、その最初の対象になる日にちというのは１月の現地確認がその日にちになるんでしょうか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  物件の補償金額の算定の最終日、要するに１月１８日に最後の物件の現地確認をしておりますから、一応この日が物件補償金額の算定の基準日となります。
○議長（山内　　剛）  ほかにありませんか。１０番、平山議員。
○議員（１０番　平山　賢治）  １０番、平山です。
　算定日についての質問なんですが、先日、５月２日の説明では、いつ時点の現状に対しての補償であるかという質問に対し、当初は３月２７日、口頭承諾があった日を基準日としているという旨の説明だったと思いますが。その後、説明が、またこれが変わりまして、２月末の現状の物件に対して補償を行うというのが５月２日の最終的な説明であったろうと私は理解しておりますが、本日また、それから１カ月以上、４０日以上、また時期がずれた答弁があるわけなんですが、そこについて、再度そのずれについて、ちょっと確認したいのですけれども。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  平山議員が言われるように、当初は３月の口頭承諾ということで説明しておりまして、その後、２月末ということで御説明しまして、今が１月の１８ということで説明しています。
　私のほうの状況の把握不足とコンサルタントからの説明の不足もございましたけども、正式に金額の算定の基準となったのが現地調査をした１月１８日の現地調査が終わった時点が基準日となっております。私の説明がいろいろ一転二転して申しわけございません。１月１８日が移転補償の算定日となっております。
　以上でございます。
○議長（山内　　剛）  平山議員。
○議員（１０番　平山　賢治）  ４月の臨時議会で否決された理由の大きなものとして、非常に経緯に対する説明が不十分であるということで、改めて５月に説明をいただいたんですけれども、その内容ですら、一番重要なポイントがもう１カ月以上もずれた答弁がなされていると。それで、今、質問がなければまたそれが明らかにもなっていないわけですから、これはなお、一体どういう。建設ありき土地ありきの、結果ありきの購入ではないかという疑念がますますこれは広がって、単に説明不足とか認識不足で済まない問題なので、そこについては今回の経緯も含めて十分に反省をしていただかないといけない。
　それと今回またそうやって数字が変わったということについては、この議案の根幹をなす部分の重大な変更でありますから、到底納得できるものではないと思います。再度、これは状況について。こうしますと先日いただいたレジュメの１月移転分は補償対象外とかいう文面もありますが、これにもまた影響してくるものですから、ここをたたけば、またここが変わるということで、全くこれは信用できないというのが、普通これを読まれた方の受けとめではないかと思います。これは、再度、納得いく数値を、整合性のある資料を出していただくのが筋と思いますが、その辺はいかがですか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  物件補償の経緯及び日程等につきましては、コンサルから出てきた資料をもとに、再度、日程等の経緯等を記入して、議員の皆様には配付したいと考えております。
　以上でございます。
○議長（山内　　剛）  花等議員。
○議員（１１番　花等　順子）  物件補償で詳細が出ておりますが、コンサルタントのほうから物件補償費というのを提示されて、それがそのまま契約になるわけですけど、その間、立木移転で１００万円あるんですが、これはほぼショウブの花の移転費用が１００万円と見受けられるんですが、こういう業者から来たのをそのまま町としては、うのみにしてではございませんけれども、そういうところの安いとか高いとかというような交渉事というのは役場としてはしないのでしょうか。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  もちろん地権者の方に提示をする前に町としては一個一個チェックしまして、私たちが高いと思った分は、これは違うとに安くならないかとかいろんな部分で削除できないかとか、一応ぎりぎりのところで協議して、なるべく安くなる方向で協議はしています。
　実際に行ったのが３月１５日にコンサルのほうから補償金額が出てきましたので、約半日かけて削除できる部分は削除し、見られない分は見て、最低限見られなければいけないところを見て、そこで補償金額を出したという経緯でございます。
○議長（山内　　剛）  花等議員。
○議員（１１番　花等　順子）  ３月１５日に業者と金額は確認したということですけど、移転補償の算定日は１月１８日ということですね。
○議長（山内　　剛）  重松地域振興課長。
○地域振興課長（重松　俊一）  ともかく立竹木はハナショウブでございますけども、動産もしくは工作物等が多種ありましたので、コンサルのほうに確認したところ非常に時間がかかったということで回答が来ております。ということで、３月１５日が物件補償のコンサルと町との協議日ということでございます。
○議長（山内　　剛）  ほかにございませんか。
〔なし〕
○議長（山内　　剛）  これで質疑を終わります。

　　これから討論を行います。
　討論は、本案に対する反対討論、次に賛成討論と交互に行います。
　討論はありませんか。１１番、花等議員。
○議員（１１番　花等　順子）  私は、この件に反対の立場から討論いたします。
　この土地取得に対しては、２７年の３月議会において土地取得の議案がありまして、それで５対６で可決をされております。それで住民からも僅差での可決であるので慎重に事を運んでほしいということを議会にも言われましたし、執行部にも届いていると思うんです。ところが、今までのやりとりの中でもおわかりのように、ずさんとは言いませんけれども、非常にアバウトな建設ありきの土地取得が進んでいるように見受けられます。もっと慎重にといいますか、きちんと対応すべき案件ではないかと思うわけです。
　それで、そういうことから、非常に、不透明とは言いませんけれども、受ける印象としては非常にわかりにくいといいますか、すっきりしない状況の中で用地購入が進められているように思いますので、反対の討論といたします。
○議長（山内　　剛）  ほかに賛成討論はございませんか。７番、長野議員。
○議員（７番　長野　正明）  ７番、長野でございます。賛成の立場で討論いたします。
　今回の土地取得に関して執行部側の説明が十分でなかったということは執行部側も認めてあります。そういった中で全協の中でもきちんとした説明がされております。
　それで、ＰＦＩで定住促進の優良住宅をつくるということで、昨年の４月からことしの４月までで町内の人口は七十数名増えていると。子育て世代も当然ですけども、人口が減っていかない仕組みをつくるというのが全国の自治体の取り組みでございます。特に地方における人口の減少は社会問題になってきております。そういった中で、こういった子育て世代を含め、高齢者また障害者世帯のための民間にない３ＤＫ、広い間取りの優良住宅を提供するということは結構なことだと考えております。
　また、土地の取得に関しても、今回の土地の取得で町道の拡幅工事もできますし、南部コミュニティー、それと大刀洗の第２分団、消防団の駐車場の確保もできるということで、あわせて多重の効果がある事業だと考えております。
　いろいろ、議員はそれぞれの立場での考え方もありますし、意見もそれぞれございますけども、どういった町にするのかという視点において議会も議員も執行部も目指すところは一緒だろうと思っております。そういった中で、非常に相手の説明不足とか言い間違いみたいなところをねちねちといつまでもやっても本当に議会の使命が果たせていくのかと、逆にそういう部分を私は危惧いたしております。
　３月の定例議会の中で公有財産取得の予算も通っております。スムーズにこの事業が計画どおり進みますように私は望んでおりますし、そういった考え方に議員の皆さん方の賛同をよろしくお願いいたします。
　以上、終わります。
○議長（山内　　剛）  ほかにありませんか。
〔なし〕
○議長（山内　　剛）  平山議員。
○議員（１０番　平山　賢治）  １０番、平山です。私は反対の立場から討論を行います。
　理由は大きく２点であります。第１に、そもそも現時点において２棟目の住宅建設は承認すべきでないこと。この理由につきましては、先日の３月議会におきまして、補正予算、当初予算、それぞれで述べたところであります。
　第２に、今回の土地取得の件について、なお明瞭な説明がなされていないことであります。補償の要件となる日付につきましても、説明が二転三転し、最も重要な部分について明らかとなっておりません。
　以上の原因は全て建設が先にありきの事業計画に基づくものであり、適切な手順とは認めがたいものであります。よって、再度、否決の上、事業あるいは土地取得の是非について十分な議論を行うべきと考えるので反対とするものです。議員各位の御賛同をよろしくお願いいたします。
○議長（山内　　剛）  次に賛成討論はありませんか。平田議員。
○議員（８番　平田　康雄）  ８番、平田康雄でございます。私は今回の土地の取得について賛成の立場から討論させていただきます。
　この件につきましては、先ほど長野議員のほうからも説明がありましたとおり、５月２日の日、地域振興課の重松課長からしっかりとした説明がございました。まず土地単価の説明の経緯といたしましては、９月３０日、土地開発公社理事会へ定住促進住宅の公募開始を説明して以来、用地の公募の結果とか用地の選考結果についてがありまして、最終的には土地は町が購入することが決まったとの説明がありました。その後、いろいろ農地転用とか開発行為の申請状況等につきまして説明があったところでございます。
　それから２点目といたしましては、物件の補償算定までの経緯、この件につきましても現地補償確認を実施したとか立木の移転をしたとかいろいろな説明がありまして、３月末の提案の結果が出てやっているんだという説明がありました。
　それから３点目といたしましては、山田測量業者への業務委託内容をどのようにしてやったのか、法的手続をどうしたのかというような説明で、非常に詳しく事細かに説明があったところでございます。
　今回のこの土地取得につきましては、町のほうから提案がありましたとおり、大刀洗”よかマチ”創生プロジェクトに掲げる移住定促進住宅の一環として上高橋地区の定住促進住宅の整備をやるんだということでございますけども、そもそもこの大刀洗”よかマチ”創生プロジェクトなるものは、町のほうで有識者会議を開き、しっかりと検討されてつくったプロジェクトでございまして、そのプロジェクトに掲げられた事業を実施するということでございますので、ぜひ議員としてもこれに対しては、積極的に意見は言ってはいいけども、側面的に応援すべきであると私は思っています。
　内容的には、定住促進住宅を建てて人口が減らないようにやっていこうということですばらしいことだろうと思いますし、それに加えまして南部コミュニティーセンター用地とセンターの駐車場をつくったり、あるいは町道の拡幅用地とするということで、地域といたしましても非常に喜ばしいことであります。
　特にこの場所につきましては、現在、工事が進められております国道３２２へのアクセスが非常にいい場所にあると。また、小学校に隣接しておりまして、子どもたちもここにそういったものができたら住みたいという意見をよく聞くところでございます。
　そういうところで場所的に非常にいいにもかかわらず平米当たり６,１００円という非常に低価格で用地を取得されたということは町の努力の結果じゃないかと私は思っております。

　今のところ、南部コミュニティーセンター、地域といたしましては非常に駐車場が他のセンターに比べて狭いということが一つの大きな課題でありまして、この問題が解決されると。
　２点目の町道拡幅も、あそこは小学校があって夏祭りとかいろいろ行事が南部コミュニティーセンターであるわけですけども、道路が離合できないほど狭いと。そこが２.５メーターも拡幅されて非常に立派な道路になるということもあわせてやっていただけるということで、地域からは早く進めてほしいと意見が多く上がっているところでございます。

　ぜひ、地域が非常によくなることでございますし、計画に掲げられた事業を、その計画に沿って実施するということでございますので、議員の皆さん方は積極的に側面的に応援して、この事業の実現のために努力していただきたいと思います。
　以上でございます。
○議長（山内　　剛）  ほかにございませんか。
〔なし〕
○議長（山内　　剛）  これで討論を終わります。
　これから、議案第１９号土地取得についてを採決いたします。
　本案は原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。
〔議員１１名中起立７名〕
○議長（山内　　剛）  議員１１名中７名。起立多数です。したがって、本案は原案のとおり可決しました。
────────────・────・────────────
○議長（山内　　剛）  これで本日の日程は全部終了しました。
　会議を閉じます。
　平成２９年第１０回大刀洗町議会臨時会を閉会します。
閉会　午後２時24分

──────────────────────────────
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